
U.D.C.d21.39る.44;る21.382

新形トランジスタ化電力線搬送装置
Newly-developedTransistorizedPowerLineCarrierEquipment

工 藤 康* 田
YasusbiKud(i

野々村 信 雄* 杉
Nobuo Nonomura

内 容

電力線搬送装置は,その出現後すでに長年月を経ており
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梗 概

電力保安馴Fiの中で最も安定なシステムとして賞

川せられている0この分野における最近の命静ま,信蹟度の向上コストの低減,海外輸出に伴う過酷な使用

条件に対する対策などであるが,日立製作所でほ数年来これらの問題と取り組み,新しいH形構造の構想を生

み出し･これを中心として新形トランジスタ化電力線搬送装置の標準化シリーズを開発した∩

計方針,特長,概要などを紹介してある｡

l.緒 口

電力線搬送装置ほその出現以来幾多の変遷を経て,今口でほ電力

保安通信設備の中で,最も安定なシステムとして貰用さjtている｡

その変遷史の中で一つの大きなエポックを画するものは,トランジ

スタ化であろう｡日立製作所では,トランジスタの出現以来いち甲

ぐ電力線搬送装荘のトランジスタ化を研究し,1957年にはその製品

化に成功した｡これほ電力線搬送装筐の面目を一新せし軌以後真

空管形の装置ほ急速に影をひそめるに至った｡策1図ほ日立製作所

における電力線搬送装置製作実掛こ基づく,真空管形よりトランジ

スタ形への年次変遷を示すものであるが,これによってもトランジ

スタ化の急速な進展ぶりがうかがえるであろう｡電力線搬送装駅

ほ･その伝送路として強固な送電線を佐川するために,暴風雨など

の災告による影響を受け難く,またいかなる山間僻地にも容易に施

設しうる利点を持っているが,そのトランジスタ化により一層安定

度が向上し,浮動充電式の低電圧蓄電池による電源供給方式の併川

と相まって,その無保守運転ほほとんど完全に近いまでになり,そ

の適用領域ほますます拡大されてきた｡

次にその構造面から見ると,トランジスタ化は当然装置構造上の

変化をもたらし･印刷回路技術の導入によって,印刷回路基板を主体

とするプラグインパネル構造がもっぱら用いられるようになった｡

しかしながら適用鮨域の拡大にほ,コストおよび信板度の両面にお

けるより一層の進展を要求するものがあり,一九近時次卸こ活発

になりつつある東南アジアその他未開発地域に向ける輸出に対処す

るためにも構造上の再検討を迫られてきた｡日立製作所でほ数年来

この問題に取り組み,従来の構造方式の常識から脱皮した大形印刷

回路板を主体とする構造方式を開発し,これをH形構造方式と名付

けるとともに,この新しい構造方式によるトランジスタ化電力線搬

送装置の標準シリーズを完成した｡

この新しい標準シリーズは,電気的性能ほ従来よりの標準形電力

線搬送装置の仕様をそのまま受け継いでいる｡特に未開発地域向け

の多目的用途に適応する新枕種を追加して,今後の受注製作に万全

の態勢を備えている｡その特長を要約すれば次のようである｡

(1)大形印刷基板を主体として構成してあるため,プラグイン

のための接栓の数が減少し,信頼度が向上した｡

(2)接栓の数の減少は,また,盤間布線の配線工数の減少をも

たらし,これに付随して起こるハンダ付不良などのトラブ

ルが低減した｡

(3)機能的にまとまった同格が,一つのパネル内に配信されて
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第1図 日立製作所における電力線搬送装置製作実続

(キャリヤリレーを除く)

いるため,故障の発見,保守点検が容易となった∩

(4)プラグインのための接栓には専用のものを設けたため,従

来の印刷回路基板をそのまま利用したプラグイン接触機構

に比べて信頼度が増し,過酷な使用条件の下においても十

分満足しうる動作が期待される｡

(5)装置の構成はベイシックパネルとオプショナルパネルに分

けられ,使用状況に応じた構成を自由にとりうるため,常

に最も経済的な装置を構成することができる｡

2.設 計 方 針

上に述べた新しい電力線搬送装置を設計するに当たって,まず第

一に取り上げた命題ほ,信転度の向上とコストの低減であった｡

そこで,まず従来の搬送装置の信頼度を調べてみると,トランジ

スタが真空管にとって代わった今日,最も高い故障率を示すものは

接栓などの接触部分である｡したがって接触部分を減らすことが信

煩度を向上する最も重要なポイントとなる｡しかしながら,トラン

ジスタ化とともに年々小形化する搬送装置においてほ,保守点検の

ためにほ,プラグイン構造は必要欠くべからざるものであるから,

プラグイソのための接触部分をまったくなくすことは不可能であ
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第1表 新形トランジスタ化電力線搬送装置一覧表

393

途1種別
1CH形

2CH形

4CH形

主として国内向け

主として輸出向け

1CIl形

2CIi形

弓6CH形

MODEL/TYPE

二至王亘担∠旦岬
PJ-17H/ULJFF
Pト17H/UL-OC

Pト17Ⅰ王/TF一町

1軒テH/UL-FF
Pト17H/UL-OC

Pト17Ⅰ王/TF一暇
PJ-17ⅠⅠ/TF-FF

PJ-27H/S旦_
‾‾‾すJ二面百7盲T

___旦エゴ7牡__PJ-47H/SS

PJ-47H/ST

旦土二二些革(旦旦

PJ-18H

PJ【28H

PJ-64H

摘 要

L形周波数反転方式

匹徴旦狸拳固亙互墓_
UL形従属同期方式

2周披形周波数反転方式

2越野但墜塾型軍プ亘重
軍話_旦旦p

電詩_リ;月‾画房
毎蜃24仁些____
昼萱を些G旦_
電吉越_旦H て馴言7ら些
電話旦旦旦__

【

電話1CHの上にテJ了
-タ,スーパービゾリ,

キャリヤリレーなどの信
号を垂覆し得る多目的装
置_
電話2CIi形の上にテレ
メーク,スーパービゾリ,

キャリヤリレーなどの伝

‡チを範毘し得る多目的装
置
∈亡i〒宇宙東商に準拠し
た通話路砧賃を右する多
通話路装屏

り,接触部分を減らす手段としてほプラグインの中位となるパネル

を大形化する以外にない｡

一方,コストの低減は,つまるところ材料費の低減と,工数の低

掛こ尽きるわけであるが,まず工数について調べてみた結果は,印

刷回路技術が大幅に採り人々tられている現在,パネル内の組立配線

にはほとんど問題ほなく,パネル間の配線二【二数が装置台体の工数の

中で大きなパーセソテージを占めており,これに次いで印刷回路以

外のパネル(これを以下印刷回路パネルに対して特殊パネルと呼ぶ)

の枚械工作工数が大きなウェイトを持つものであった｡ここにおい

て前述したパネルの大形化ほ,必然的にパネル閃配線工数の低抑こ

も寄与することから,一つの人きな構想として取り上げられ,H形

構造方式を貫く板幹となった｡特殊パネルの機械工作工数を低減す

るにほ構成瓢■訂-をできるだけ標準化L,多量生産による工数低減を

図らなければならない｡このために,従来とかく軽視されがちであ

った特殊パネルの構造を系統的に分摸し,ケースバイケースで行な
われていた設計を一つの基準に則した設計に改めることとL,標準

部品の系列を定めた｡

電力線搬送装置ほその性質上,顧客の使用状況,保寸状況などに

ょって種々の仕様,性能を要求されるので,常に要求仕様に対して

必要にして十分な構成をとり得るように分煩,標準化して置けば,

コストミニマムの設計をすることができ,顧客に対してほ最も経

済的な施設を提供することができる｡今回の標準シリーズ設計にき■弓

たってほ,各機種(Model)のトトにあらかじめ予想さj‾しるいくつかの

形(Type)を用意し,/くネルの組み合わせでそのいずれのTypeを

も構成し得るようにし,かつ各機種に共通に使用されると思われる

補助回路部分は,オプショナルパネルとして棟能単位別に設計し,

必要に応じて組み合わせができるようにした｡

以上に述べた命題に加えて,今後ますます輸出が活発になること

を予想して,今回新しく開発する装置は特に大幅な設計変吏を加え

ることなく,輸出品として過酷な使用条件にも耐えうるようにする

ことを設計方針とした｡将来輸出の予想されるのは,主として東南

アジアなどの高温多湿地方であるから,高温多掛こよる変形,変

質,絶縁抵抗の低下,接触抵抗の増大などにほ特に注意し,また,

きょう体寸法,構造などにも現地の事情に基づく配慮を加えた｡

以下このような方針の下に開発さjtたH形構造方式および各機種

の概要について章を追って述べる｡

3.H形構造方式の概要

前述せるように,H形構造方式は大形印刷回路基板を主体として

構成されているが,きょう体,特殊パネルなどにも独白の新棟軸が

通 話 帯

仕 様 要

域】信
号 方 式

PJ-17HD:0.4～2.Okc

Er-17HE:0.3～2.3kc

符域外2周波FS方式

PJ-17HD:2.3,2.4kc

PJ-17HE:2.55,
2.65kc

PJ-27f‡D:0.4～2.Okc

Rr-27Ⅰ‡E:0.3～2.3kc

O.3～2.3kc

O.3～3.9kc

O.3～3.9kc

O.3～3.4kc

帯域外2周波FS方式
PJ-27HD:2.3,2.4kc
PJ-27IiE:2.55,2.65kc

帯域外2周波FSプ了式

2.55,2.65kc

音声上部帯域に重畳される

トーソチャンネルの一つを

使用する

音声上部帯域に墳逢される

トーソチャンネルの一つを

使用する

帯域外1周地方式

日

出 力

カ▼-ルトランジスタ式

＋25dBm

オールトランジスタ式

＋25dBm/CH

オールトラソジスタ式

十25dBm/CI寸

オールトランジスタ式
3W

真空管式
10W

オールトランジスタ式
3W

真空管式
10W

3.85k｡L共誓警護1吉3冨

第2表 H形きょう体種別一覧表

稜 別

H形10号形

H形20号形

H形30号形

摘 要

観音とびら

搬送用標準架

卓上形

東面き盛付盲面ら▼‾
可動ヒンジ架わく構造

名 称

H形11号A

H形11号B

H形12号A

H形12号B

H形21号

H形31号

幅
(mm)

520

520

520

520

520

670

奥行き
(mm)

225

225

225

225

225

420

高 さ
(mm)

1,350

1,350

900

900

450

1,800

盛り込まれている｡以下きょう体,パネルについてそれぞれその概

要を述べる｡

3.1き ょ う 体

H形標準きょう体には,大別してH形二10号形,H形20iナ形,H

形30号形の3種煩があり,さらにそれぞれ細別される(弟2表参

照)｡

3.】.1H形10号形きょう体

このきょう体は最も標準的なきょう体であって,CCITT勧告の

幅520mm,奥行き225mmのback-tO-back,Side-by-Side配列

に適するものである｡高さ1,350mmのものと900mmのものと

の2種があり,さらに下箭用のAきょう体と上宿用のBきょう体

があってそれぞれH形11号Aきょう体,H形11号Bきょう体(以

上いずれも高さ1,350mm)H形12号Aきょう体,H形12号Bき

ょう体(以上いずれも高さ900mm)と呼ばれる｡これらのきょう

体は連結台を介して積み重ね,高さ2,700m皿あるいほ2,300mm

の標準架を形成する｡すなわち2,750mmは1,350mmきょう体

を2段重ねとし,2.300mmほ1,350mmきょ体と900mmきょう

体とを積み重ねて形成するのであって,高さ2,750Ⅲ-mあるいは

2,300皿mの単独きょう体というものはない｡このように2種の

きょう体の組み合わせで標準架を形成せしめるため,椀能単位の

標準化が容易であり,かつトランジスタ化電力線搬送装置のよう

にそれ自体小形であり,一架を構成するに足りないようなものを

収容するにはスペースの節約となる｡

各きょう体にはそれぞれ観音開きのとびらを有し,外観を美麗

にしている｡このため従来の搬送装置にみられたような,各パネ

ルまたはパネル郡ごとに分割されたパネルカノミーは不要となり,

取り扱いが簡便となっている〔一例を第2図(a)およぴ(b)に

示す｡

3.1.2 H形20号形きょう体

このきょう体ほ卓上形の小形きょう体で,また従来の標準鉄架
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立

打‡2川=))IIJ形12り▲Aきょう休(トビラを開けた桝)

にILj】立り付けられるよう考慮さ′才したものである｢.三卜として簡馴ラ

の搬送装置を収解するために川いられるぐ 央l帥土とびらの代j)り

に1枚の在位でもって松方)れるr.

3.1.3 H形30号形きょう体

このきょう体ほ主として申糾H川で,脱力三1篠根のH形31り一きょ

う体のみが実用化されている(第3図参照)〔

このきょう体ほ,幅670mm,奥行き420mm,高さ1,800Ⅰれm

の自立形きょう体で片開き錠付きの前面とびらを右している｡こ

jtは仕向地が主として未開発地域であり,専用の通信機械左のよ

うな設備のない場合を考慮し,どのような場所にも簡単に謝ど仁し

うるよう,上部のステーがなくてもよい什i■′二形きょう体とLたも

のであり,かつその保す､一+‥システムから考えて,表耐とびらに施鎚し

得るようにしたものである｡点さも1,800nlmであるため,通′.i言ケ

の室州こ設置する場合も特に困.難を感ずることがない｡内部にほ

上汁 諭 第45巻 第2号

打f3｢文IH形31号きょう体外観

第3ノミ Hノ汐パネル種別-･覧よ

種別l 嫡

HP

HM

H
B
蒜
一
肌
H
F
H
R

印刷山路板,

特殊パネル,

癖殊パネル

一姓

プラグイン

プラグイン

を保持するた〆)
としても用いら

過ご二二三′竺〕
特殊バネ′し,ヒンジ構j粒

特殊パネル,架に固定

(放ち㌘享Jま雲量芸票部相)
司=
1校帆ま51mm

一寸 法

高 さ* 】 幅

1枚幅

2枚幅または3枚幅

2枚幅

3枚幅以上各種

2枚幅

3牧幅

4枚幅

架全幅

架全幅

架全幅の鴨また
はその車数倍

架全帖

架全幅

ヒンジ純造の可劫知フくを設け,パネルはこの可動柴わくに積載

さJtる〔このため前面より梨の両面をノ･よ検することができ,特に

発熱量の多い/ミネルほ架の裏側に積載することにより,熱放散を

舛易にし,高尚の下における良好な動作を保持せしめることがで

きる｡きょう体内部の背面にほ分線盤,分渡ろ波器などを収容し

うるスペースを設計,これらの付属機器を設置するための特別な

梨をいっさい祁黙しうるようになっている｡

3.2 パ 才･ ル

ーi形の/ヾネ′Lほ自恥じせるき.tう体〝)いず川こも損耗できる｢.きょ

う休ほ縦ノノ向に51111Illのピッナで椚‡りさJt,路′ミネルの､j一法はこれ

をiit位二とLて私ゝ′_)ら九ている｢バネノLほその隅j告によ一_)てHP形,

1‾IM形,Ⅰ‾IB形,Ⅰ･1Ⅰ-1形,11Ⅰノ形,HF形,HIく形の7梓に分析さ

山る(第3表参月巧)〔

3.2.1HP形パネル

これはH形パネルの上流ななすものであって,約440×150mnl

のLてり刷卜噸各鵜椒とそjtを保持する板金製のわくとより成ってお

り,高さ1枚幅,すなわち51mmを占める｡印刷回路基板ほ水平

に保持せられ､上面に部品を配置し,下面に印刷回路の銅ほく面が

ある｡測定用のジャック,調整用の可変紙抗器などは,表面側に

似り付けられる{.きょう体へのプラグインのためには,専用のマ

ルチジャック2胴を設けてある｡1二=刷川路去ち傲をそのままプラグ

インの接†如こ利別していないた汐〕,高温多湿の‾卜においても絶紬

心モ抗が低下するような恐川ままったくない｡

前面より見た状態を弟4図(a)に,部品取付状況を弟4図(b)
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第4図(a)HP形パネル外観
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第6図 H B
パ ネ ル

に示す｡

3.2.2 H仙形パネル

HM形パネルにほ2枚幅すなわち高さ102mmのものと, 3枚

…由

第4l.窒l(b)HP形ハネル臥■一了川史什而

幅すな才)ち高さ153mmのものと2種があるが,い

ずれもプラグインタイプでそのプラグイン接栓の形
i

状および位掛まHP形パネルのそれとまったく同じ

罵 言芸孟芸濃芸こ:ヲ㌶諾器ラご警冨慧誓言
,

ものであって,その仲南の多少によって2枚幅ある

いは3枚幅のものが使用されるが,さらにその独得

な川途とL.て後述するHB形パネルを保持するのに

川いられる〔すなわちHM形パネルは左右の側板と

これに連綿するビームとよりなっており,このビー

ムに後述するHB形パネルが取F)付けられる(弟5

図参照)｡

3.2.3 H8形パネル

HB形パネルは前述せる2枚幅のHM形パネルに

積載するものでHM形パネルのビームに取り付けら

れる点面板とその表面板にスポッl､溶接される支柱

とより成っており,操作部分は表面掛こ,その他の

部分は支柱を介して保持せられる｡表面板の大きさ

はHM形パネルの全長の鳩を単位とし,その整数倍

のものが用意されている(弟d図参照)｡

HB形パネルほ主として後述するオプショナルパネル

であって要求仕様に応じて適当なものを組み令わせて

HM形パネルに組み込まれる｡このようにHB形パネル

はいわばHM形パネルを構成する一部分であって,その

部分組み合わせが完全な互換性をもって自由になLうる

ノよほこのH形構造方式の一つの特長である｡

3.2.4 HH形パネル

HH形パネルはヒンジ構造のパネルであって主として

継電器許などのようにプラグインすることが不適当なも
■

のを積載するのに用いられる｡高さほ3枚幅以上各種の

ものがある｡

従来ヒンジ構造は特殊な構造として取り残され,必要

のつど偶々の条件に基づいて設計されていたが,このH

形稲造でほ･一つの標準形式として取り上げられ,標準構

造として制定されたもので使用部品の統一化が促進され

た｡

3.2.5 HL形,HF形,HR形パネル

これらのパネルは,主として端子板などのようにプラ

グイン構造,ヒンジ構造のいずれにも不適当できょう体

にl■■il足さjLるものを実装するためのものである｡

HL形パネルはほぼHM形/ぺネルと同様の構造で,た

だプラグインのための接栓を欠くのみである｡横方向に

わたるビームを有するので比較的複雑な形状の部品を積載するの

に適する｡外線端子板などに主として用いられる｡HF形パネル

ほ表面板のみより成るもの,HR形パネルほ裏面板のみより成る
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第7図 PJ-17HD形電搬装置実装囲

もので,比較的簡単な形状のものを取り付けるのに適する｡たと

えば前者は測定用マルチジャック盤などに後者ほ線路ろ波器の取

り付けなどに用いられる｡

3.3 特 長 概 括

以上述べたごとくH形構造方式は従来の搬送装鐙構造の常識を大

きく脱皮したものであるが,その特長を概括すると次

のとおりである｡

(1)枚能単位化の思想が随所にとり入れられてい

る｡その一例は標準きょう体の設定,HB形

パネルによる組み合わせ構成などである｡

(2)大形印刷回路板の採用によりパネル問配線工

数を著しく低減せLめ,かつ信較度を向__卜し

た｡

(3)予想される使用部品を梅力統一標準化tノた｡

たとえばHB形パネルの採用による表面板,

支柱の標準化,HH形パネルの標準構造設定

などである｡

(4)常に輸出品としての考慮を加えて設計してあ

り,輸出に対して万全の態勢を整えている｡
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4.各棟種の概要

上述したH形構造方式により各種の電力線搬送装置を設計した｡

その概要ほ弟1表に示すとおりである｡電気的性能についてはすで

に発表されたもの(1)と同一であるので省略する｡

以下,各機種についてその概要を述べる｡

4･】PJ-17H形(策7～9図参照)

この装置ほ,従来からの標準機種であったPJ-17形(1)をそのまま

踏襲したもので,国内向けのJ-17HD形と輸出向けのPJ-17HE形

がある｡後者ほ輸出用として特に防湿処理を施したもので,また一

部の回路にはゲルマニウムトランジスタの代わりにシリコントラン

ジスタを使用するなどの考慮を払ってある｡特にコスト低減を考慮

して,高価な水晶発振子の数を節約するため,中間周波数(15kc)の

発振器としては独立の発振器を設けず,群変換用の送受発振器の周

波数差が30kcとなることを利用して,これを分間掛こより15kcに

変換して使用している点が特長である(特許出願中)｡周波数配

′‾＋/.ケ人c
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/､り八,+

＼ 二二

第45巻 第2号
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[二ゝ
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詔

(/JJ+

β.〃 ヱβ

第8図 PJ-17HD形電搬装置周波数変換図
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第9図 PJ-17HD形電搬装置回路構成図

置,施設方法によって第1表に見られるような五つのTypeが用意

されている｡

4･2 PJ-27H形(弟10～12図参照)

この装置も従来からの標準機種であったPJ-27形(1)を踏襲したも

ので,PJ-17H形と同じく,PJ-27HD形(国内向け),PJ-17HE

形(輸出用)の区別がある｡実装通話路によって弟1表に見られるよ

うな三つのTypeが用意されている｡

4･3 PJ･47H形(第13～15図参照)

この装柁も従来からの標準機種であったPJ-47形(1)をそのまま踏

襲したもので,国内向けのPJ-47HD形と輸出向けのPJ-47HE形

とがある｡本装置においても,水晶発振器の数を節約してコストの

低減を図るため,変調段数は2段とし,前段において4通話路を構

成し,後段の群変換においてはこれらを一括して,線路周波数に変

換するようにした｡したがって群変換用としてほ,送受2個の水晶
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発振器があれば足りる｡また前段変調においても,いわゆるTⅥrin

Channel方式とし,2通話路に一つの搬送波を使用するようにした

ので,4通話路に対し2個の搬送波で足りることとなり,かつその

一方を他方の3/2倍に選び分周,逓倍によって得ることとしたため

結果的に前段変調用水晶発振器はたった1個のみとなった｡この撥
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第14図 PJ-47HD形電搬装置周波数変換図

種にも実装通話路によって弟1表に見られるように三つ

のTypeが用意されているっ

ム4 PJ-18H形

これほ特に輸出向けを考慮して設計したもので,電話

1通話路のほか,キャリヤリレー,テレメータ,テレコ

ントロール,スーパービゾリなどの信号を垂捏できる多

目的の装匠である｡周波数配置ほ4kcを･モ盲i位としてい

る｡

未開発地域においては,トラフィックが非常に少ない

こと,施設費をできるだけ小さくすることが1く可欠の要

件であること,通信回線を総合して統一した保守をする

必要があることなどの条件から今後この稚の装掛こ対す

る需要は,ますます増大することが予盈ミされる｡特に最

近においてほ,未開発地域の電力系統は,当初から超高

圧で計画される例が多く,これに伴ってキャリヤリレー

は必要不可欠であり,また,保守要員が得難いことから

1■1央集中制御の形をとるのが通例であり,このためテレメータ,ス

ーパービゾリの要求もはなはだ多い｡このような需要に対し,本装

掛土非常に適したものである｡

4.5 PJ-28H形

本装置は,前述したPJ-18H形を2通話路形としたものであり,
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第15図 Pト47HD形電搬装置回路構成図

第4表 オフショナルパネルー覧蓑

バ ネ/レ 名

モニタス ピー カ 盤

試験電 話機 盤 A

試験電話機 盤 B

試験電 話機 盤 C

終 端 盤 A

終 端 盤 B

試験発振器盤A(041A)

試畝発振器盤B(041B)

試験発振器盤B(041A)

試晩発振器盤B(042B)

レ ベ ル 計 盤 A

レ ベ ル 計 盤 B

信 号 発 生 器 盤

電 減 盤 A

電 減 盤 B

電 減 盤 C

電 減 食器 D

E

F

G

A

A

B

B

盤

盤

盤
盤
盤
旋

盤

器
器
器

器

減

減

減

電
電
電

電

電

電

電

継
継
継

継

概 略 仕 様

増幅器自蔵

2線,4線式両用,l二1動共電,磁石式共用,ダイヤルテ
スト回路自蔵

2線終端共電磁石式共用,端局加入が吋能なレビー列l･l
絡自蔵

2線終端日動式,連接レビータとともに位札各篠試験
機能を有する

HYB16c/s 継電器群1CIT分実装

HYB16c/s 継電器群3CH分実装

800c/s -18～＋5dBm 600n

l,000c/s -18～＋5dBm 600エ1

0･3,0.5,0.8,1.0,1j,1.8,2.0,

-30～＋2dfim 600∫1

0.3,0.4,0.8,1.0,1.5,2.0,2.軋

-30～＋5dBm 600エ1

2.3,2.4,3.Okc

2.55,2.65,3kc

0.2～60kc:600nおよぴHIGIす,50～450kc:75r之

およぴHIGH,＋5-15dBm

O･2～60kc:600nおよぴHIGH,50～450kc:75エi

およぴHIGH,土30dBm

16c/s,480c/s

入力AClOO/200V

入力DC
-48/-60V

安定回路電圧計付き

入力DC-48ノー60V

-24V O.5～1.5A 安定回路,一式圧計付き

入力AClOO/200V 出力DC
-36V

O.6～0,8A

-24V,0.5～1.5A 安定回路,冠位計付き

入力AClOO/200V 出力DC-24V 3A 浮動先
程式,安定回路,電圧計付き

人力AClOO/200/230V 出力DC
-24V IA うE

圧計付き

人力DC
-24V用 ヒューズ,冠旺計,スイッチ付き

対自助電話械用

対日交加入者回線用

日動迎接阿線構成札加l入回線5,他系統[Ⅰ]継凶線3,

【1交ロ1線1(24V用)

L〕動産振回線構成用,加入l与1線5,他系統し卜触回線3,
自交回線1(48V用〕

出力DC -24V300mA

H力 DC
-24V300mA

申力DC-36V O.6～0.8A,

第45巻 第2号

特にトラフィックの多い場合あるいほテレメータ量がは

なはだ多い場合などに円いられるものである｡

4.る P+-d4H形

本装置はCCITT勧告基準に準拠した通話路品質を有

する6通話路形の電力線搬送装置であって,同じく

CCITT勧告基準に基づいた裸線搬送装置,無装荷ケー

ブル搬送装置などとの相互接続もなし得るよう考慮され

ている｡未開発地域においては,電力線搬送装置を公衆

回線の一部として利用することが有利である場合があり

得るので,本装荷はこのような場合に使用される√､

5･ベイシックパネルとオプショナルパネル

前述した各機種はそれぞれの目的,用途に応じたいく

つかのパネルよi)成っている｡これらのバネ/しは,いく

つかの機種に共通に用いられるものもあるが,原則とし

て各機種固有のものであって,これをベィシックバネ′レ

と呼ぶ〔これに反して,各機種に共通に用いられる補助

回路部分ほオプショナルノミネ′しと呼ばれ,あらかじめ幾種類かのパ

ネルが用意されているごおもなオプショナルパネルほ弟4表に掲げ

るとおりである｡これらのオプショナルパネルを適二在ベィシックパ

ネルと組み合わせることにより,得々の異なった仕様に適合する装

揖を構収することができる｢

る.結 口

以上新形トランジスタ化電力線搬送装躍の概要を紹介した｡これ

らの装荷はすでに国内の各電力会社およぴビルマ電力供給省,イン

ドマドラス州政府などよりPJ-17H形,PJ-27H形,PJ-47H形,

PJ-18H形など各種,数十台の注文をいただいている｡

これらの装琵ほ,ある面で従来の搬送装置の常識を大きく脱した

ものであるが,必ずや顧客各位の御満足を得るものと確信する｡し

かLながら何分にも新しい試みであるだけに考慮の至らぬ面も多々

あると思われるので,幸いに江湖のご批判を頂戴し,今後も改良を

_屯ねることができればこれに過ぐる喜びはない｡
輸出の振興ほわが国の国策でもあり,電力線搬送装置ほ今後の輸

伽こおいて一つの主役を演ずるものである｡以上に述べた新形トラ

ンジスタ化電力線搬送装置の完成は,この方面にも一つの礎石を築

き得たものと信ずる二
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